	到達目標
	１　心肺蘇生法（主に成人を対象）を、救急車が現場到着するのに要する時間程度できる。
２　自動体外式除細動器（AED）について理解し、正しく使用できる。
３　異物除去法及び大出血時の止血法を理解できる。
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	備　考
	１　普通救命講習Ⅱは、業務の内容や活動領域の性格から一定の頻度で心停止者に対して応急の対応をすることが期待される者を対象とする。
２　筆記試験及び実技試験については、客観的評価を行い、原則として80％以上を理解できたことを合格の目安とする。
３　2年から3年間隔での定期的な再講習を行うこと。



